
す
な
わ
ち、

和
歌
関
係
の
図
書
を
中
心
と
す
る
典
籍
名
が
注
記
さ

一
、

は
じ

め
に

.
1
二
巻
本
及
び
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」

と
の
比
較
か
ら

1

二

巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」

先
に、

「
世
俗
字
類
抄
」

研
究
の
第一
段
階
と
し
て、

出
典
注

記
を
調

査U
た。
そ
の
結
果、

三
巻
本
「
色
業
字
類
抄」
及
び
十

巻
本
「
伊
呂
波
字
類
抄」
で
は、

漢
籍
・
漢
文
体
の
国
害
を
中
心

と
す
る
典
籍
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て、

七
務
本
「
世

俗
字
類
抄」
で
は、

0

直
接
に
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
典
籍
名
と
し
て、

「
定
家

仮
名
遣」
（
出
典
注
記
を
持
つ
語
彙
の
約
六
割
を
占
め
る
）

・
「
吾
妻
鏡」
・
「
古
今
注
」

・
「
太
平
記」
・
「
関
白
家

五
十
番
斑
合」

等、

。
「
定
家
仮
名
遺」
に
よ
ろ
閻
接
的
引
用
と
考
え
ら
れ
ろ
典
籍

名
と
し
て、

「
万
葉
集
」

・
「
源
氏
物
語
」

・
「
日
本
記」

等、

れ
て
い
る
こ
と
が、

明
ら
か
に
な
っ
た。

し
か
し、
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
お
い
て
出
典
注
記
の
施

さ
れ
た
話
彙
が
二
巻
本
及
び
七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」

に
集
録
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
み
る
と、

三
分
の
二
程
度
の
語

彙
が
集
録
さ
れ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に
出
典
注
記
は
施
さ
れ
て
い

な
く
て
も、

共
通
語
彙
が
か
な
り
あ
る
た
め、

出
典
注
記
の
違
い

に
よ
っ
て
単
純
に
両
字
類
抄
の
語
彙
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い。

そ
こ
で、

「
世
俗
字
類
抄」
の
語
彙
の
性
格
を
知
る
た
め
に、

書
写
年
代
は
新
し
い
が、
古
体
を
保
っ
て
お
り、
二
巻
本
及
び
三

巻
本
「
色
葉
宇
類
抄
」

と
成
立
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
あ
ろ
と

注
2

推
定
さ
れ
て
し
ろ
二
券
本
「
世
俗
字
類
抄」
の
所
収
語
彙
を、

比

較
調
査
し
て
み
る
こ
と
に
し
た。

閲
査
の
底
本
と
し
て
は、

の
所
収
語
彙

宅

ち

ぐ

さ
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二 、
漢
語
混
在
の
状
態

天
理
図
書
館
蔵

本

尊
経
閣
文
庫
蔵

本複
製
版

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

二
巻

本「
色
葉
字類

抄
」

尊
経
閣
文
庫
蔵

本

三

巻
本

「

色
葉字

類
抄

」

「
色
葉字類

抄
研
究
並
び
に
索
引

本

文
索
引
編

」中
田
祝
夫
・

峯
岸
明
共
編

風
間
書
房

を
使
用
し
た 。

ま
ず 、
二
巻
本
「
世

俗字

類
抄

」
に
掲
載
さ
れ
た
語
彙
の
う
ち

で 、
漢
語
が
ど
の
程
度
の
割
合
を
占
め
て
い
る
か
を
調
査
し
た 。

平
安
時
代
に
お
け
る
漢
語
使
用
の
実
態
を
解
明
す
る
と
い
う
意

図
の
も
と
に 、
三

巻
本

「

色
葉字

類
抄

」に
集
録
さ
れ
た
漢
語
数

を、
意
義
分
類
の
単
位
で
あ
る
各
部
別
に
示
さ
れ
た
峯
岸
明
氏
の

注
3

御
調
査
が
あ
る 。
比
較
の
便
宜
上 、
そ
れ
に
習
っ

て
二
巻

本

「

世

俗

字類

抄

」の
漢
語
を 、

0

字
音
語 、

湯
桶
読 、
重
箱
読 、
字

音
語
を
含
む
連
語
等
を
漢

語
と
し
て
算
出
す
る 。

0

ー
語
に
二
種類

以
上
の
漢
語
表
記
が
存
在
す
る
楊
合 、
そ
れ

ら
の
用字

数
は
漢
語
に
算
入
し
な
い 。

。
そ
の
語
の
頭
音
が
そ
の
篇
所
属
の
話
と
し
て
相
応
し
く
な
い

場
合
は 、
語
数
に
算
入
し
な
い 。

二

巻
本

世

俗

字類

抄

」

七

巻
本

「

世

俗字類

抄

」

漢語T「→旦閏
担

比,I員位 部名
＝森太「色葉字類抄

順位： 陳語奴 翠 君致比率
大 象 11 1 ゞ � 7.2 

甜 紺 附 5 地儀 4又7 淋思 (i 翁） 尉
60 640 9.4 胆物 54 748 7.2 
30 532 5.6 動 物 36 632 5.7 
49 302 16.2 8 人倫 7又5 80 348 23.0 
29 378 7.7 人体 33 425 7.8 

11(0 1) 
5悧 酎 4 人事 3又6 (1

3
9
24 
7) 濶） 尉

34 194 17.5 7 飲 t 8 40 237 16.9 
190 1032 18.4 6 雑 6又4 324 1269 25.5 

17 69 24.6 3 光 5\l3 22 85 25.9 
゜ 90 ゜ 万 2 85 2.4 

38 100 38.0 2 貝 2 53 118 45.0 
58 1 39 5 4.2 : 63 1455 4.3 
91 137 66.4 £ 131 155 84.5 

1574 1872 84.1 ヽ＝ 4521 5016 90.1 
(4) (45) 8.9 {41 (51) 7.8

(30) (72) 41.7 ミ (19) (50) 38.0
(22) (122) 18.0 i (20) {132) 15.2
95 154 61.7 l I 217 262 82.8 
(2) (455) 0.4 (2) (495) 0.4 
19l (106) R 5 r 1) (1n5) 1 n 

2528 8766 28.8 ら牧r 6162 13312 46.3 

等
の
基
準
に
従
っ

て
数
え 、
両
字
類
抄

の
調
査
結
果
を
対
照
さ
せ

て
み
る
と 、
表
1

の
よ
う
に
な
る 。

表
ー
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あ
る 。

°
順
位
は、
固
有

名
詞
及
び
辞
字
・

畳
字
・

重
点
の
部
を
除

き 、
純
粋
に
意
義
分
類
に
従
っ

て
い
る
一
三
の
部
を
対
象

と
し
て 、
漢
語
の
占
め
る
割
合
の
高
い
も
の
か
ら
つ
け
た 。

。
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
の
順
位
で
「
又」
と
し
て
記
し

て
あ
る
の
は 、
地

儀
部
の
宮
殿

名
と
人
事
部
の
調
曲

名
と

の
固
有

名
詞
を
除
い
た
場
合
の
も
の
で
あ
る 。

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
は、
宮
殿

名
も
調
曲

名
も
ほ
と
ん

ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で、
そ
れ
ら
を
除
き
三
巻
本
「
色
葉
字

類
抄」
と
順
位
の
比
較
を
し
て
み
る
と 、
表
r
の
よ
う
に
な
る 。

両
字
類
抄
共
に、

。
官

職
部
が一
番
漢
語
の
比
率
が
高
く 、
次
い
で
貝
数
・

光
彩

と
三
位
ま
で
は
同
じ
順
位
を
示
し
て
い
る 。

。
以
下、
順
位
は
一
致
し
な
く
な
る
が 、
漢
語
の
占
め
る
率
が

一
六
％
以
上
の
部
は、
地

儀・
人
倫
・

人
事
・

飲
食

・
雑
物

の
五
部
で
あ
ろ 。

。
そ
の
他
の
部、
天
象
・

植
物
・

動
物・
人
体
・

方
角
は 、一
〇

％
以
下
の
漢
語
混
在
率
を
示
し
て
い
る 。

す
な
わ
ち 、
意
義
分
類
別
漢
語
混
在
の
状
態
は、
ほ
ぼ
同
傾
向
で

あ
る
と
い
え
よ
う 。

荏0
表
中
の
数
字
で
丸
括
弧
を
施
し
た
も
の
は 、
固
有
名
詞
で

順位 二巻本「世俗字類抄」 一巻本「色葉字類抄」
1 61.7 官職 82.8 
2 員数 45.0 
3 

38.0 
24.6 光彩 25.9 

16％以上
4 人事 20.3 雑物 25.5
5 地儀 19.0 人倫 23.0
6 雑物 18.4 人事 17.9 
7 飲食 11117 地儀 11171
8 人倫 16.2 飲食 16.9 

10％以下
， 9.4 人体 7.8 

10 
植物
人体 7.7 天象 7.2 

11 天象 6.3 植物 7.2 
12 5.6 動物
13 ゜

5.8 
方角
平均 5.5 

表r全
体
と
し
て 、

①
固
有

名
詞
を
除
く一
般
語
に
お
け
る
漢
語
混
在
の
状
態
（
諸
社

・
諸
寺
・

国
郡
・

姓
氏
・

名
宇
の
各
部
所
収
語
彙
及
び
地

儀
部

の
宮
殿

名
・

人
事
部
の
調
曲
名
を
除
い
た
場
合）
に
つ
い
て
み
る

と 、
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次
に
は、
意
義
分
類
別
の
語
彙
の
所
収
状
態
に
つ
い
て
調
査
し

'

』

0
t
 

総
語
数

漢
諾
数

比
率

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

七九六一
語
一

西五
八
語
一-
P．
九
％

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
――――
五
六
語
五

七凸四
語
四
七・
七
％

で、
漢
語
混
在
率
の
差
は
一
六
・
八
％

③
純
粋
に
意
義
分
類
に
従
う一
般
語
に
お
け
ろ
漢
語
混
在
の
状
態

(
0
か
ら
更
に
震
点
・
昼
字
・
辞
字
の
各
部
を
除
い
た
場
合
）

に
つ
い
て
み
る
と、

総
語
数

漠
語
数

比
率

-1
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

酉丑ハニ
語

七
i

穴
語
一
六・
ニ
％

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

五苔
0
諾
ー

0七九

語
一
九・
五
％

で、
そ
の
漢
語
混
在
率
の
差
は、
三
・
三
％
と
多
少
で
は
あ
ろ
が、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
の
方
が
低
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た。

特
に、
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
比
ぺ
、
二
巻
本
「
世
俗
字
類

抄」
に
お
い
て
漠
語
混
在
率
が
低
い
の
は、
官
職
（
三
巻
本
「
色

葉
字
類
抄」
と
の
比
率
の
差

ニ
ー
・
一
）
、
重
点
（
八
•
一＿＿r
、4

雑
物
（
七
•
一
）
、
貝
数
（
七
．
0
）
、
人
倫
（
六
・
八
）
、．
畳

字
（
六
・
八
）
と
い
う、
分
類
項
目
の
中
で
は
漠
語
混
在
率
の
高

い
部
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ろ。

三、
霰
彙
の
意
義
分
類
別
所
収
状
態

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
は、
ニ
ー
の
意
義
分
類
の
う
ち、
天

象・
地
儀
・
植
物
・
動
物
・
人
倫
・
人
体
・
人
事
・
飲
食
・
国
郡

・
官
職
の
一
0
部
に
つ
い
て
は、
朱
点―
つ
を
付
す
こ
と
で
更
に

意
義
に
よ
る
細
分
類
が
な
さ
れ
て
い
ろ。
峯
岸
明
氏
は、
そ
れ
ら

の
細
分
類
に、
表
n

の
意
義
分
類
の
項
の
よ
う
な
名
称
を
つ
け
て

注
5

お
ら
れ
る。
人
専
部
の
場
合、
そ
の
細
分
類
は
意
義
に
よ
ら
ず、

辞
字
部
と
同
様
に
表
記
に
必
要
な
仮
名
数
の
少
な
い
語
か
ら
配
列

し
て
あ
る。
し
か
し、
人
事
部
の
最
後
に
は
音
楽
（
調
曲
名
）
に

関
す
ろ
語
彙
が
ま
と
め
て
あ
ろ
の
で、
一
応
調
査
対
象
に
入
れ
ろ

こ
と
に
し
た。
そ
の
他
の
部
は、
所
収
語
彙
数
も
少
な
く、
配
列

に
一
定
の
傾
向
は
う
か
が
え
る
け
れ
ど、
朱
点
に
よ
り
分
類
し
て

あ
ろ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で、
こ
こ
で
は
取
り
扱
わ
な
い。

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
と
成
立
年
代
が
近
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ろ
二
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
も
比
較
の
対
象
と
し
た。
こ
の
字

類
抄
に
は、
細
分
類
が
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が、
こ
こ
で

扱
う一
0
の
部
に
つ
い
て
は、
所
収
語
彙
の
内
容、
掲
載
順
序
共

に
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
と
全
く
と
い
っ
て
も
良
い
ほ
ど
の
一

致
を
み
せ
て
い
る
の
で、
詳
細
は
記
さ
な
い。

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
も、
こ
の
よ
う
な
意
義
に
よ
る
細

分
類
は
な
さ
れ
て
い
な
い。
が、
三
巻
本
「
色
菜
字
類
抄」
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り、
意
義
別
の
語
彙
の
多
少
等、
所
収
状
態
が

把
握
で
き
る
わ
け
で
あ
る。
そ
こ
で、
各
怠
義
分
類
別
に、
三
巻
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本
「
色
葉
字
類
抄」
の
所
収
語
彙
数、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
共
通
諾
彙
数、

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

の
語
彙
の
中
で
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

と
の
共
通
語
彙
が
占
め

る
比
率
を、

延
ぺ
語
数
（
漢
字
表
記
の
違
い
も
含
む
掲
出
語
す
ぺ

て
の
語
数
）
、

異
な
り
語
数
（
一
語
に
対
し
て
存
在
す
る
複
数
の

漢
字
表
記
を
算
入
し
な
い
場
合
の
語
数
）
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

調
査
し、

表
lI
に
ま
と
め
て
み
た。

．

甕
括
弧
内
の
数
字
が
延
べ
語
数、

丸
括
弧
外
の
数
字
が
異
な

り
語
数
で
あ
る。

た
と
え
ば、

天
象
部
天
象
に
属
す
る
語
彙
に
つ
い
て
み
ろ
と、

二
巻
本
「
ttt
俗
字
類
抄」
と
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
と
を
比
較

し
た
時、

二
務
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
し
か
み
ら
れ
な
い
語
彙
数

は、
一
九
一
弔
の
う
ち
八
語、

「
宿
所」
．
．
 「
宿」
・
「
今
季」

・
「
手」
・
→
配〗
・
「
和
欝」
・
「
凍」
・
「
旬」
の
み
で、

-

1

巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
の
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
対
す
る

一
致
度
は
九
五
・
八
％
で
あ
ろ。
＿一
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
の
ほ

と
ん
ど
の
語
彙
は、

三
巻
本
及
び
二
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
収

め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る。

こ
れ
を
頭
に
置
い
て、

逆
に
三
巻

•

本
「
色
葉
字
類
抄」
の
語
彙
の
う
ち
で
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
共
通
語
彙
数
の
比
率
を
み
る
と、

四
八
・

0
％
で
あ
り、

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
の
半
数
足
ら
ず
の
語
彙

し
か、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る。

と
こ
ろ
が、

延
べ
語
数
に
関
す
る
共
通
語
彙
数
の
比
率

は
低
く
て
も、

異
な
り
語
数
に
お
い
て
は
八
八
·
O
%
で
あ
り、

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
語
彙

が、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ、

同
じ
傾
向
が
他
の
意
義
分
類
別
細
分

類
に
も
顕
わ
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

と
三
巻
本
及
び
二
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

と
の
所
収
語
集
数
の
差

は、

主
と
し
て、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
は
同
義
異
表
記
語

が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
ろ
の
だ
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た。

本
文
（
後
記
）
を
見
て
も、

同
義
異

表
記
語
彙
が
余
り
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は、

両
字
類
抄
の
性
格
を
考
え
ろ
上
で
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
思
わ
れ
る。

果
し
て、

か
な
り
の
数
に
及
ぶ
同
義
異
表
記

語
彙
が
す
ぺ
て、

広
く
文
献
の
著
作
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か。
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は、・
ニ
巻
本
「
世
俗
字

類
抄」
に
集
録
さ
れ
て
い
る
表
記
の
語
彙
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ

ヽ9

0

:
？
カそ

の
他
の、

意
義
分
類
別
語
彙
の
所
収
状
態
に
関
す
る
二
巻
本

「
世
俗
字
類
抄」

と
三
巻
本
及
び
二
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
の
違

い
と
し
て
は、

。
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
は、

地
儀
部
の
宮
殿
名
が、

伊

篇
「
悠
記」
、

志
篇
「
進
物
所」
の
各
一
例
の
他
に
は
収
め

-13-



表
rr

意 義 分 類 二巻本「世俗字類抄」 ＝巻本「色葉字類抄」 比 率

天象
天 象 (107) 66 (223) 75 (48.0) 88.0 
歳 時 { 84) 58 (199) 92 (42.2) 63.0 
地 理 (239) 157 (464) 203 (51.5) 77.3 

地儀 居 処 (25 3) 204 (461) 263 (54.9) 77.6 
宮殿名 ( 2) 2 (129) 129 (1.6) 1.6 
草 類 (438) 328 で32) 439 (59.8) 74.7 
葛 類 (18) 14 (25) 16 (72.0) 87.5 

組物 木 類 (287) 206 (410) 240 (70.0) 85.8 
蓮 類 (19) 11 (23) 12 (82.6) 91.7 
藻 類 (48) 32 (74) 38 (64.9) 84.2 
羽族類 (179) 134 (306) 167 (58.5) 80.2 
毛群類 (183) 148 (341) 199 (53.7) 74.4 

動物 竜魚類 (89) 76 (165) 95 (53.9) 80.0 
亀貝類 (61) 43 (102) 56 (59.8) 76.8 
虫喜類 (138) 104 (255) 125 (54,l) 83.2 
親 戚 (69) 48 (92) 58 (75.0) 82.8 

人倫 品 秩 (212) 162 (389) 225 (54.5) 72.0 
鬼 神 ( 46) 38 (64) 50 (70.3) 76.0 

人体
形 体 (279) 211 (460) 258 (60.7) 81.8 
病癒類 (150) 125 (283) 171 (53.0) 73.1 

噸名表記語 (13) 13 ( 21) 21 (61. 9) 61.9 
ー仮名表記語 (151) 95 (633) 138 (23.9) 68. 8 
＝仮名表記悟 (286) 153 (1689) 235 (16.9)ぉ．1

人 m 四仮名表記話 (158) 104 (960) 193 (16.5) 53.9 
五仮名表記語 (69) 51 (296) 103 (23.3) 49.5 
六仮名表記語 ( 5) 5 ( 48) 20 (10.4) 25.0 
七仮名表記語 ( 2) 2 ( 10) 10 (20.0) 20.0 

泣 ( 3) 3 (199) 199 (1. 5) 1.5 
ー・ •に (194) 159 (366) 222 (53.0) 71.6 飲食

飲食体 ( 1 2) ， (34) 18 (35.3) 50.0 

固郡 国 郡 (68) 68 1 70) 70 97.1 
名 所 ( 48) 48 (61) 61 78.7 
公 家 (144) 144 て252) 250 (57.1) 57.6 

官職 臣 家 ( 0) ゜ ( 6) 6 ゜

仏 家 ( 0) ゜ (50) 50 ゜

-14-



昼
字
部
は 、
ニ
ー
の
部
の
中
で
は
最
も
語
彙
数
が
多
く 、

諸
本

に
よ
っ

て
語
彙
の
違
い
が
大
き
く
表
わ
れ
て
い
る
部
で
あ
る 。

そ

こ
で
次
に
は 、

各
字
類
抄
の
畳
字
部
に
お
け
る
意
義
分
類
別
語
彙

四 、

畳
字
部
に
お
け
る
藷
彙
の
所
収
状
謂

ら
れ
て
い
な
い
こ
と 。

0

人
事
部
の
音
楽
（
調
曲
名
）
が 、

保
篇
の
一
例
「
弄
槍」

、

左
篇
の
二
例
「
雅
馬
楽」
・

「
狭
鰭
河」
の
他
に
は
収
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と 。

0

官
職
部
の
臣
家
・

仏
家
に
属
す
る
語
彙
が 、

全
く

収
め
ら
れ
て

て
い
な
い
こ
と 。

°
異
な
り

語
数
に
つ
い
て 、

七
0
％
以
上
の
一
致
度
を
示
す
意

義
に
よ
ろ
細
分
類
の
多
い
中
で 、

飲
食
部
の
飲
食
体
は
五
〇

·
O
% 、

官
職
部
の
公
家
は
五
七
・

六
％ 、

天
象
部
の
磁
時

は
六
三
·

O
％
と
低
い
率
を
示
し
て
い
る
こ
と 。

が
あ
げ
ら
れ
る 。

意
義
分
類
で
は
な
い
が 、

人
事
部
で 、
二
仮
名
表
記
以
上
の
も

の
に
つ
い
て
は 、

表
記
仮
名
数
が
多
く
な
る
ほ
ど ‘

六
八
・

八
％ 、

六
五
・

一
％ 、
五
三
・

九
％ 、

四
九
•

五
％ 、
二
五
·

O
％、
ニ

0
·

O
％
と 、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ろ

共
通
語
彙
数
の
率
が
低
く
な
る
こ
と
も 、

両
字
類
抄
の
語
彙
の
性

格
を
考
え
る
上
で
注
目
に
値
す
る
事
実
で
あ
る 。

の
所
収
状
態
か
ら 、
二
巻
本
「

世
俗
字
類
抄」
の
性
格
を
さ
ぐ
っ

て
み
た
い
と
思
う 。

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
の
畳
字
部
は 、

音
読
の
熟
語 、

訓
読

の
熟
語
に
二
分
さ
れ 、

そ
れ
ぞ
れ
熟
語
を
構
成
す
る
字
数
の
少
な

い
顆
序
で
（
ほ
と
ん
ど
が
二
字
の
熟
語
で
あ
る
が
）
配
列
さ
れ
て

い
る 。
そ
の
上
に 、

音
読
の
熟
語
は 、

三
六
部
一
〇
六
分
に
意
義

分
類
を
示
す
注
記
が
施
さ
れ
て
い
ろ 。

そ
の
三
巻
本
「
色
葉
字
類

抄」
と
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

、
二
巻
本
「

色
葉
字
類
抄」
を

も
対
照
さ
せ
て
み
る
と 、

両一
1

巻
本
の
語
彙
は 、

九
十
％
以
上
の

割
合
で
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
一
致
し
て
い
る 。
こ
の
場
合

の
一
致
と
い
う
の
は
両
二
巻
本
に
音
訓
を
示
す
注
記
が
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
か
ら 、

漢
字
表
記
を
中
心
と
し 、

そ
の
話
の
所
属
す
ろ

篇
の
音
を
参
考
に
し
て
の
判
断
で
あ
る 。

一
致
す
る
度
数
の
高
い
部
か
ら
あ
げ
て
い
く
と 、

表
m

の
よ
う

に
な
る 。

茫）
0

部
名
に
付
し
た
番
号
は 、

畳
字
部
内
で
の
配
列
頃
序
を
示

す 。

。
数
字
は 、

左

ーー
ニ
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

、

中

ー—
三

巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

、

右

ーl
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

の
所
収
語
彙
数
に
対
し 、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
語
彙
数
が
占
め
る
比
率、

上
段

lー
ニ

巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
で
あ
る 。
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4
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こ
の
結
果
を、

各
字
類
抄
別
に、

細
分
類
の
三
六
部
そ
れ
ぞ
れ

に
属
す
る
話
彙
数
が
占
め
ろ
率
の
高
い
も
の
か
ら
配
列
し
た
表
町

と
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
と、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
の
特
徴
と

し
て、

0

各
字
類
抄
共
に
人
情
部
が
語
彙
数
の
最
も
多
い
部
で
あ
る
が、

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
と
比
べ
て
も、

次
に
続
く
人
事
部

と
比
べ
て
も、

人
情
部
が
か
な
り
な
高
率
を
示
し
て
い
る
こ

と。

0

三
巻
本
「
色
薬
字
類
抄」
に
比
ぺ
て、

比
率
が
か
な
り
低
い

部
と
し
て、

天
部、

帝
王
部、

人
倫
部、

文
章
部、

河
海
部

等
が
あ
る
こ
と。

0

逆
に、

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
比
ぺ
て、

比
率
の
高
い

部
と
し
て、

法
家
部、・
資
用
部、

闘
乱
部、

仕
宮
部
・
古
今

部、

刺
史
部
等
が
あ
る
こ
と。

に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る。
三
巻
本
「
色
葉
宇
類
抄」
と
比
べ
、

掲
載
率
の
差
が
少
な
い
と
は
い
う
も
の
の、

0

后
妃
部、

灯
燭
部
に
属
す
る
語
彙
は
全
く
集
録
さ
れ
て
い
な

い
こ
と。

0

分
に
よ
っ
て
も、

・
下
賤
部
四
分
類
の
う
ら
の
億
僕
分
一
、

．．
 仏
法
部
六
分
類
の
う
ち
の
釈
教
分
一
、

・

飲
食
部
五
分
類
の
う
ち
の
八
木
分
一
、

．
朋
友
部
四
分
類
の
う
ら
の
賓
客
分一
、

・
陰
賜
部
九
分
類
の
う
ち
の
祥
瑞
分
・
喜
瑞
分
・
早
湧
分
・

不
熟
分
・
無
年
分
の
五
つ
の
分、

・

牛
馬
部
二
分
類
の
う
ら
の
輿
車
分一
、

の
よ
う
に
全
く
集
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と。

意
義
分
類
か
ら
は
離
れ
る
が、

。
長
昼
字
中
の
故
事
成
語
は
ほ
と
ん
ど
集
録
さ
れ
て
い
な
い
こ

と。

も
注
目
に
侑
す
る。

二
巻
本
「
色
菜
字
類
抄」
は、

他
の
部
に
お
け
ろ
語
彙
の
意
義

分
類
別
所
収
状
態
に
関
し
て
は、
三
巻
本
「
色
菜
字
類
抄」
に
全

く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
が、

共
通
語
彙

数
（
昼
字
部
の
全
語
数
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
）
が、

三
巻
本
「
色
葉

字
類
抄」
三
三
五
0
語
の
う
ち、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
で
は

九
八
七
語
に
対
し
て、
二
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
で
は
一
ー
三
五

諾
と
一
四
八
語
培
加
し
て
は
い
る
も
の
の、
三
六
部
の
う
ち
三
分

の
一
に
あ
た
ろ

ご一
部
ま
で
が、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
と
同

じ
順
位
を
示
し
て
い
ろ。
の
み
な
ら
ず、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

の
特
徴
と
し
て
前
に
記
し
た
六
項
目
全
て
に
つ
い
て
も
同
様
の
指

摘
が
で
き、

昼
字
部
の
語
彙
所
収
状
態
に
つ
い
て
は、

云芍
本
「
世

俗
字
類
抄」
の
方
に
よ
り
近
い
こ
と
が
目
に
つ
く。

従
っ
て、
ニ

巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
の
畳
字
部
に
顕
わ
れ
た
傾
向
は、
こ
の
字
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類
抄
の
性
格
と
い
う
よ
り、

編
纂
年
代
の
違
い
か
ら
く
る
変
遷
過

程
上
の
特
徴
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う。

·
し
か
し、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
比
ぺ
、
「
色
葉
字
類
抄」

系
に
お
い
て
は、

二
巻
本
か
ら
三
巻
本
へ
と
天
部
・
帝
王
部
が
極

め
て
増
加
し、

古
今
部
が
減
少
す
ろ
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

又、

こ
の
結
果
に
対
し
て、

二
巻
本
及
び
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
よ

り
後
に
成
立
し、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
と
同
じ
く
「
世
俗
字

類
抄」
の
呼
称
を
持
つ
七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

を
照
合
し
て
み

る
と、

JI
瀬
一
馬
博
士
が
「
古
辞
書
の

和匹」
で
述
ぺ
て
お
ら
れ

ろ
通
り、

「
独
自
の
改
編
・
増
補
が
多
く
加
え
ら
れ
て
ゐ
る
」
と

←
醒

隕

番
r

即

同

菜

の

晶
®

肩
巻

話

牛

和
⑤

牽

左
七

＜
 

な

裏電

g
号

でみの
‘°

晶

彙
か

③
同

ふ
語

が

違

隆

官
J
↓

す

茫

＠

豊

こ

同
③

る

師

略
系

省

盟g
fPJ

琶の雷
翌
臼

翌
序
天

0

0

 

）

伊
①
．

ぼ例

豊隋同翼震同

脅鼓同 月量届
⑤⑤ 

・古 以往問終古同
笞問 蒼同 故同
⑦⑦ 

今 時同 魏同

月院同

既住同
書同

此同

性同
昔問

は
い
う
も
の
の、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
と
は、

上
記
の
伊
篇

天
象
の
部
の
本
文
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に、

又、

他
の
篇
部

で
も
こ
れ
と
同
様
に
か
な
り
の
語
彙
が
共
通
し
て
お
り、

そ
れ
ば

か
り
で
は
な
く、

語
彙
の
配
列
順
序
も
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
あ
る
。

従
っ
て、

畳
字
部
の
語
槃
の
意
義
分
類
別
の
多
少
に
つ

い
て
も、

同
様
の
傾
向
を
示
す
こ
と
に
な
る。

畳
字
部
の
意
義
に

よ
る
細
分
類
項
目
の
う
ら、

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
対
し、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
共
通
語
彙
数
の

割
合
の
高
い
方
か
ら
五
部、

低
い
方
か
ら
五
部
の
一
部
分
を
用
い

て、

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
も
あ
る
語
彙
数
を
並
記
し
て
み

る
と、

表
N
の
よ
う
に
な
る。

た
だ
し、
七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

は
巻
三
（
ヨ
ー
ナ
）
を
欠
い
て
お
り、

又、

登
・
寸
各
篇
に
は
部

分
的
欠
損
が
み
ら
れ
る
た
め、

確
認
不
可
能
な
語
彙
も
あ
る
。

以
上
の
二
点、

。
「
色
葉
字
類
抄」
系
に
比
ぺ
、

「
世
俗
字
類
抄」

系
で
は
天

部
・
帝
王
部
の
語
彙
が
極
め
て
少
な
い
こ
と。

。
二
巻
本
及
び
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
よ
り
後
に
成
立
し
た

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
お
い
て
も、

畳
字
部
中
の
各
部

•
分
に
お
け
る
話
彙
の
多
少
が、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と。

か
ら
考
え
て、

「
世
俗
字
類
抄」
系
か
「
色
葉
字
類
抄」

系
か
に

よ
っ
て、

所
収
語
彙
の
意
義
的
範
疇
に
性
格
の
違
い
が
顕
わ
れ
て
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0
括
弧
内
は 、
同
字
類
抄
内
で
そ
の
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で
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・
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右
上ー

忌名
「
色

懇ナ
鋲
抄」
と
の
共
通
阻
彙数

_(!!. 

47.2 

4位

43.S ' ， 
: ; 

. .
1

(0.3Xt.4) 
i 

。 (0.i)

0 (O炉
987,ぉso

6.3 

゜

。-
32

 

い
ろ
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
ろ 。

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
昼
字
部
に
集
録
さ
れ
た
漠
語
に
つ
い

て 、

峯
岸
明
氏
は 、

そ
の
性
格
や
編
者
の
採
録
想
度
を
知
ろ
た
め

に
有
意
義
で
あ
ろ
と
し
て 、

天
部
晨
夜
分
所
収
漢
語
を
例
に 、

実

際
に
は
一
般
文
献
に
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
か 。
文
献

に
使
用
さ
れ
て
い
ろ
こ
の
類
の
漠
語
は 、
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

に
登
銹
さ
れ
て
い
ろ
と
こ
ろ
で
そ
の
総
て
が
尽
き
る
も
の
か 。
と

い
う
二
点
に
つ
い
て、

平
侶
範
の
「
兵
範
記」
を
対
象
と
し
た
調

注
7

査
を
な
さ
っ

て
い
ろ 。
そ
れ
に
よ
ろ
と 、
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

天
部
晨
夜
分
に
は
五
三
語
の
漢
語
が
染
銹
さ
れ
て
い
ろ
が 、

そ
の

う
ち
「
兵
範
記」
に
用
い
ら
れ
た
同
じ

意
義
的
範
疇
に
屈
す
ろ
と

考
え
ら
れ
る
漢
語
七
五
語
（
和
語
の
漠
話
表
記
を
も
含
む
）
中
に

見
ら
れ
る
語
彙
は
二
五
話
で
あ
ろ
と
い
う 。
三
巻
本
「
色
菓
字
類

抄」
に
集
録
さ
れ
た
語
彙
数
と 、

そ
れ
ら
の
う
ら
で
「
兵
範
記」

に
用
い
ら
れ
た
語
彙
数
の
比
率
を
算
出
し
て
み
ろ
と 、

集
録
漢
語

の
四
七
・

ニ
％ 、

す
な
わ
ら
半
数
足
ら
ず
が
使
用
さ
れ
て
い
ろ
だ

け
で
あ
る 。

そ
れ
に
対
し
て 、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
お
い
て 、

天
部

晨
夜
分
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
語
黎
は
九
語 、

「
暁
更」
・

「
松

暁」
．

「
平
明」
・

「
白
昼」
・

「
早
晩」
・

「
晩
頭」
・
「

晩

景」
・
「

乗
燭」
・

「
旦
在」
で
あ
る 。
こ
れ
ら
九
語
は
す
ぺ
て

三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
に
も

収
め
ら
れ
て
お
り 、
そ
の
う
ち
「
早
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晩」
・
「
旦
暮」
の
二
語
を
除
く
七
語
は
「
平
範
記」
に
用
い
ら

れ
て
い
る。
つ
ま
り
七
七
・
八
％
の
利
用
度
で
あ
ろ。
こ
れ
だ
け

の
調
査
か
ら
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が、
こ
の
こ
と
は、

同

考
え
あ
わ
せ
る
と、

義
異
表
記
語
彙
の
掲
載
が
少
な
い
こ
と
と
も

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
が、

所
収
諾
彙
は
少
な
い
な
が
ら
も、

一
般
文
献
に
お
い
て、

利
用
度
の
高
い
漢
諾
を
集
録
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
．

五、

お

わ

り
に

以
上
の
よ
う
に、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
と
二
巻
本
及
び
三

巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
の
所
収
琵
彙
を
比
較
し
た
結
果•

①
同
義
異
表
記
語
彙
の
所
収
状
態
の
違
い
と
し
て、
二
巻
本
「
世

俗
字
類
抄」
に
は、

同
義
異
表
記
諾
彙
が
余
り
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と。

②
意
義
分
類
別
所
収
状
態
の
違
い
と
し
て、
二
巻
本
「
世
俗
字

類
抄」
で
は
官
職
部
の
語
彙
が
全
体
的
に

も少な
い
の
だ
が、

特
に、
臣
家・
仏
家
に

属す
る

語彙は
全
く
収
め
ら
れ
て
い
な
い
他、

地
儀
部
の
宮
殿
名、

人
事
部
の
調
曲
名、

飲
食
部
の
飲
食
体、

宮
職
部
の
公
家、

天
象
部
の
歳
時
と
い
う、

公
的
場
面
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
語
彙
が
少
な
い
こ
と。

③
昼
字
部
語
彙
の
意
義
分
類
別
所
収
状
態
の
違
い
と
し
て、
「
世

俗
字
類
抄」

系
で
は、

天
部
・
帝
王
部
な
ど
公
的
場
面
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
語
彙
が
や
は
り
少
な
い

こ
と。

0
漢
語
混
在
率
の
違
い
と
し
て、
1一
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
で

は、

漢
語
混
在
率
が
低
く、

部
の
性
格
か
ら
当
然
漢
語
混
在

率
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
部、

官
識
・
重
点
等
で
そ
れ
が
特

に
目
立
つ
こ
と。

が
明
ら
か
に
な
っ
た。

そ
の
他
に
も、

⑤
各
部
内
部
の
整
理
状
態
の
違
い
と
し
て、

「
世
俗
字
類
抄」

．
系
で
は、

音
分
類
の
た
め
の
真
仮
名
の
使
用
状
況
に
特
徴
が

あ
る
こ
と。

又、

意
義
分
類
の
門
名
及
び
配
列
に
比
較
的
異

同
が
多
く、

細
分
類
も、

表
記
に
必
要
な
仮
名
数
別
の
配
列

も
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と。

⑥
各
系
統
別
字
類
抄
の
増
補
状
態
の
違
い
と
し
て、

「
色
葉
字

類
抄」

系
で
は
次
第
に
増
補
さ
れ
大
部
な
も
の
に
な
っ
て
い

っ
た
の
に
対
し、

「
世
俗
字
類
抄」

系
で
は、

増
補
よ
り
も

時
代
の
必
要
に
応
じ
ろ
た
め
の
改
編
に
力
を
入
れ
た
ら
し
い

＂

こ
と。

⑦
引
用
典
籍
を
示
す
注
記
態
度
の
違
い
と
し
て、

「
世
俗
字
類

抄」
系
で
は、

漢
籍
・
漢
文
体
の
国
魯
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ

こ
と
を
示
す
注
記
を
重
視
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と。

等
の
相
違
点
が
あ
げ
ら
れ
る。

こ
れ
ら
の
諸
事
項
に
基
づ
き、

「
世
俗
字
類
抄」
は、

そ
の
呼
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称
が
示
す
よ
う
に 、
「
色
葉
字
類
抄」
に
比
ぺ 、
よ
り

一
般
的
・

実
用
的
な
字
類
抄
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る 。

注
L

「
七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
み
ら
れ
ろ
出
典
注
記」

岡
大
国
文
論
考
第
六
号

昭
和
53
年
3
月

二
巻
本
「
世
俗
宇
類
抄」
で
出
典
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
の

は
一
万
余
り
の
語
彙
の
う
ち
五
例
の
み
で
あ
る 。
そ
の
た
め

．

考
察
の
対
象
を
七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
に
し
ぼ
っ
た 。

2
「
古
辞
害
の
研
究」

川
顛一
馬

大
日
本
雄
孵
会
講
談
社

昭
和
30
年

黒
川
本

影
印
篇
」

a
「
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引

翻
祝

蛛
共
編

解
説

昭
和
52
年

4
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」
と
二
巻
本
「
世
俗
宇
類
抄」
と
の

昼
宇
部
に
お
け
ろ
共
通
語
彙
九
八
七
の
う
ら 、
二
巻
本
「
世

．

俗
字
類
抄」
で
訓
読
さ
れ
て
い
ろ
漢
語
は
一
四
語
あ
る 。
逆

に 、
二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」
で
音
読
さ
れ
て
い
る
訓
読
語

は
二
語
で
あ
ろ 。
表
皿
参
照。

.
5
注
3
に
同
じ ．

6
注
2
に
同
じ。

1
注
3
に
同
じ 。

（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生）

単
行
本

増
訂
詩
歌
断
想
集

い
の
ち
流
る
A
（
西
村
秋
月）

鈴
木
腺

人
と
学
問
（
杉
浦
豊
治）

紫
式
部
日
記
の
研
究
ー，

紫
女
手
簡
を
中
心
に
ー

（
木
下
美）

越
前
若
狭
地
誌
叢
書

上
（
杉
原
丈
夫•
松
原
信
之）

芸
術
口
説
き
音
頭
集

上
•

中
（
広
島
女
子
大
学）

国
文
学
年
鑑

昭
和
五
十
三
年
（
国
文
学
研
究
資
料
館）

日
本
の
説

話ー
ハ
ナ
シ
の
世

界ー
（
因
文
学
研
究
資
料
館
講
演
集

1
)
 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九
七
九
年

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行
物
目
録
一
九
八
0
年

謡
曲
曲
名
索
引
（
国
文
学
研
究
資
料
館）

索
引
書
類
リ
ス
ト

（
国
文
学
研
究
資
料
館）

日
本
の
昔
話
29

信
濃
の
昔
話
（
岩
瀬
博・
太
田
東
雄
・

箱
山
費

太
郎）

信
州
小
川
村
の
昔
話
（
日
本
口
承
文
芸
協
会）

雑
誌•
紀
要

．

愛
知
淑
癒
大
学
国
語
国
文

第
三
号

愛
文

第
十
六
号
（
愛
媛
大
学）

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要

27

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
I

（
昭
和
五
十
五
年一
月
S

十
二
月）
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